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A.研究目的 

おおよそ0.1％と少ない頻度ながら重篤小児

が存在しており、小児集中治療・救命救急医

療の拡充が大きな課題である。事故外傷の子

ども達を含めた重篤小児は一定の率で成人

救命救急センターへ搬入されている（山田至

康ら：救命救急センターにおける小児の診療

に関する全国調査、日本救急医学会雑誌、

23：65-81、2012：以下、2007 年調査（JAAM

小児救急特別委員会）と略す）。このことか

ら、救命センターと小児集中治療施設の連携

強化は重要である。 

今回、全国救命救急センターに郵送によるア

ンケート調査を行い、現状の小児救急医療体

制を調査し 2007 年調査（JAAM 小児救急特別

委員会）からの変化および地域性における差

違が認められるか否かを検討する 

 

B.研究方法 

全国救命救急センター 277 施設(平成 27 年

10 月現在)を対象に郵送による無記名の紙

アンケート調査（別添 1）を施行し、97 施設

より回答を得た（回収率 35％）。 

なお、アンケートの内容については、2007

年調査（JAAM 小児救急特別委員会）を基に

して地域性を考慮できる設問、PICU 設置を

反映した設問、地域での小児救急医療連携体

制を示唆する小児救急カンファレンスに関

する設問を追加した。センターの地域性を考

慮するものとして自施設の立地条件を、近隣

20km 圏内に自施設のみ(以下 Aと略す) 、自

施設以外にも 1施設あり(以下 B と略す)、2

施設以上あり(以下Cと略す)の3種類に分類

した。 

 

C.研究結果 

研究要旨 

 おおよそ 0.1％と少ない頻度ながら重篤小児が存在しており、小児集中治療・救命救急
医療の拡充が大きな課題である。2007 年調査（JAAM 小児救急特別委員会）で成人救命救
急センターが事故外傷の子ども達を含めた重篤小児診療を一定の率で担っていたため、小
児医療体制の変化および地域性による差違を検討した。2007 年と比して医療体制に変化
はないが、2次から３次に対応する施設は 34 から 50％へ増加し重篤患児への対応がなさ
れるようになっていた。また、都市部では入院患者数と外傷患者数や重症患者入院数に、
地方では入院患者数と小児病院への転院数に相関を認めた。 
 重篤小児の超急性期医療は既存の救命センターに集約されつつある一方で、都市部では
救命救急センターと小児救命センターとの連携強化の課題、地方での既存救命センターの
代替による問題点を今後検討する必要がある。 
 、 
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超急性期の医療を救命救急センターが提

役割を反映している。 

小児救命救急センター

や小児専門施設に依頼する場合の問題とし

2007 年調査（

小児救急特別委員会）と比しても搬送プロト

コールの整備は進んでいない。搬送にかかる

人員や費用の問題も今後検討が必要な課題

年調査（JAAM 小児救急

特別委員会）と同様に救命救急センターや

以外に小児集中治療室の設置が進

救命救急センターと小児専門施設の連携が

必要であるが、その指標として地域での小児

救急カンファレンスの有無を確認したが有

に留まっていた。今回、

回答を求めた先が救命救急センターである

ことよりすでに地域のカンファレンスが存

在するにも関わらず救急医がその存在を把

今回回答頂いた施設の分布をみると、

施設以上救命救急センターが存在

する都市部の救命救急センターからの回答

地域を考慮しない集計

現状を反

小児患者の診療状

小児救急

次から 3次ま

主として 2次〜3

割合が多く

地域別にみると、都市部では小

児入院数と外傷患者や重症患者入院数と相

関関係を認めていることから、外傷や重症患

児については小児専門施設ではなく、これら

の疾患の診療に長けている救命救急センタ

ーへ搬送し初期診療を行う体制が構築され

つつあるものと考える。一方で、近隣に救命

救急センターが存在しない地域では、内因

関わらず小児患者を受

け入れていると考えられる。その結果、小児

専門施設で対応してもらうのが望ましい患

児の転院搬送数との相関が認められている

地域別にみると小児に対する救

月 8日に

出された「重篤な小児患者に対する救急医療

中間とりまとめ」にも示され

超急性期の医療を救命救急センターが提

小児救命救急センター

や小児専門施設に依頼する場合の問題とし

年調査（JAAM

も搬送プロト

コールの整備は進んでいない。搬送にかかる

人員や費用の問題も今後検討が必要な課題

小児救急

特別委員会）と同様に救命救急センターや

以外に小児集中治療室の設置が進

救命救急センターと小児専門施設の連携が

必要であるが、その指標として地域での小児

救急カンファレンスの有無を確認したが有

に留まっていた。今回、

回答を求めた先が救命救急センターである

ことよりすでに地域のカンファレンスが存

在するにも関わらず救急医がその存在を把



 

握していない可能性も考えられる。無いと答

えた施設でもカンファレンスが存在すれば

参加するという前向きな意見が多いことか

ら、救命救急センターと小児専門施設が連携

をとる場としてカンファレンスの存在は有

意義であると考えられた。 

 

E.結論 

既存の救命センターではより高次救急患児

（重篤患児）の超急性期受診が増加している。

今後小児施設との連携強化において、搬送体

制や人員、費用を検討する必要が有る。 

 

F.健康危険情報 

該当事項なし 

 

G.研究発表 

1.論文発表 

1）小児救急医学会に投稿予定 

 

2.学会発表 

1）第 44 回日本救急医学会総会・学術集会

(2016, 東京)にて発表予定 

2) 第 30 回日本小児救急医学会学術集会
（2016，宮城）にて発表予定 

 

H.知的財産権の出願・登録状況 

該当事項なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


